
第１回名寄市保健医療福祉推進協議会 保健医療部会  議事録 

 

平成 30年 9月 19日（水） 

午後 4時 30分開会 午後 5時 30分閉会 

場所：名寄市役所 4階大会議室 

 

出席者  加藤  隆  委員  大野  洋子 委員  室  資祁子 委員   

中村  幸尚 委員  小笠原 志朗 委員  酒井 洋子  委員 

大石  正子 委員  佐々木 美奈 委員  高橋 奈央枝 委員 

      

 事務局  小川健康福祉部長 後藤所長 渡辺主幹 西村主任 齋藤主任 小林主査 

 

１ 開会 

   後藤保健センター所長開会 

２ 委嘱状交付 

   加藤市長より委嘱状を交付 

 

３ 市長挨拶 

加藤市長挨拶 

 

４ 部会長選出  

  委員より事務局案を提案 

事務局 大石正子委員を推薦 

      拍手で承認 

  部会長：大石正子委員 

 

５ 議  事 

  【協議事項】（１）名寄市自殺対策計画の策定について 

   後藤所長より資料【名寄市自殺対策計画の策定】を説明 

   渡辺主幹より【名寄市の現状】を説明 

  ○委員から質問  計画の策定における位置づけとして、「名寄市生きるを支える自殺対策推進 

本部」を設置し、保健医療部会のご意見をいただきながら、計画を策定して 

いくということか。 

  ●事 務 局   ７月末に自殺対策推進本部設置要綱を公示し、策定していく。 

  ○委員から意見  名寄市生きるを支える自殺対策推進本部、保健医療部会、それぞれの関係機 

関が認識をもって市町村計画を策定していくことが、自殺対策として重要。 

           市内の関係機関との連携の中で上川北部地域自殺対策連絡会議を活用し、

とありますが、連絡会議の本来の意義とは異なり、この項目の内容と異なる

のではないか。 



  ●事 務 局   保健所主催で実施されている会議が、関係機関の連携を図るための形態に 

類似していることから、計画策定の手引きでは、新たに名寄市として、民生 

委員や社会福祉協議会、警察などを参集し、対策会議を開催すべきとあるが、 

その会議の中で、名寄市の情報共有を図ることが出来ると思われるので、 

           関係機関との連携の項目に記載した。 

  ○委員から質問  上川北部の会議を開催する場であって、名寄市についての情報交換をする 

ことにはならないため、単独での会議の開催は出来ないか。 

  ●事 務 局   上川北部の広域会議であるため、会議の終了後の時間を活用し、名寄市とし 

て会議を開催するか、市の既存の会議を活用するかも含め、計画策定の中 

で検討していく。 

○委員から質問  救急搬送などの数字は把握しているか。 

●事 務 局   把握していない。 

○委員から意見  消防署が把握している。 

  ○委員から意見  救急搬送などの未遂の数も計画を策定する中で重要な数字と思う。 

●事 務 局   次回開催時までに把握し、提示する。 

 

  【協議事項】（２）名寄市健康増進計画（健康なよろ２１）の中間評価について 

   渡辺主幹より資料【名寄市健康増進計画「健康なよろ２１（第２次）」】を説明 

   意見なし 

 

６ その他 

  事務局 次回保健医療部会開催 11月 20日頃を予定。 


